「女性先端科学者セミナーI」 報告書

数学専攻 M2 山坂麻衣

日時：2009年1月23日（水）16:30～17:50 
場所：奈良女子大学理学部・G202講義室 

対象：数学・物理科学・情報科学専攻の博士前期課程の学生 

講師：宮岡礼子氏 (東北大学大学院教授)
講演題目：調和写像とダイヤモンド格子---その美しさの秘密--- 

参加者数：49名
概要・感想： 
　植物や結晶などの形状の美しさの理由として、数学的な変分問題に置き換えた考え方について講演していただきました。調和写像や群などの数学的な概念を用いつつも、植物や建築物の写真、簡単な図形の具体例などで説明していただき、専門外の学生にもとても分かりやすい内容でした。美しいという感覚的な印象が、数学的な概念で理にかなったもので説明がつくということに驚きを感じました。

　また、三人のお子様を育てられた働く女性の先輩として、女性が働くことと家庭をもつことの大変さと素晴らしさについて熱心にお話されていました。家庭と仕事を両立することだけが素晴らしいというのではなく、どんな場面でも女性の果たす役割は大きいとおっしゃられていました。「欲張らずに、でも意欲的に」という私たち学生へのメッセージもとても力が入っておられたように感じました。
